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市ヶ谷庁舎Ａ棟内エレベーターホール等へのセキュリティドアの設置及び運

用について（通達）

標記について、市ヶ谷庁舎Ａ棟内においては、防衛大臣室等の所在する１１階、情報本

部の所在する１３階及び航空幕僚監部防衛部等の所在する１６階のエレベーターホール等

にセキュリティドアを設置し、運用しているところであるが、今般、内部部局、統合幕僚

監部、陸上幕僚監部及び海上幕僚監部の防衛、運用及び調査関係の各部局についても、こ

れらの区画と同様、その業務の性格上特に高いセキュリティが求められることから、下記

のとおり、それぞれのエレベーターホール等にセキュリティドアを設置し、運用すること

とされたので通達する。

記

１ セキュリティドア設置箇所

市ヶ谷庁舎Ａ棟４階、５階、９階、１２階及び１４階（別図１～５のとおり）



２ 運用要領

セキュリティドアの設置により通行が制限される区画に所在する部局に所属する関係

職員等には、通行用のカードキーを付与し、出入りさせるものとする。通行用のカード

キーを付与されていないが同区画に所在する部局に出入りする必要のある者について

は、セキュリティドアに設置されたインターホン等で訪問先部局の職員をセキュリティ

ドアまで呼び出し、その解錠によって出入りさせるものとする。

なお、実施の細部については、４階及び５階のセキュリティドアについては陸上幕僚

長、９階のセキュリティドアについては海上幕僚長、１２階のセキュリティドアについ

ては防衛政策局長、１４階のセキュリティドアについては統合幕僚長が定めるものとす

る。

３ 非常時の措置

火災等の非常時には、大臣官房会計課長が運用するものとする。

添付書類：別図１～別図５






















